
鎌
倉  

深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り

あなたと考える、あたらしいまち



深沢地区まちづくりの「テーマ」と
「まちの将来像

 

三つの視点」

深
沢
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
を
探
求
す
る
ま
ち
づ
く
り

こころとか
ら

だ
の

健
康

を
育

む
ま

ち

あ
ら

ゆ
る

人
と

環
境

に
や

さ
しいまち

イ
ノ

ベーショ ンを生み出すま
ち

Wellness
ウェ ルネス

生活に活きる

テクノロジー

産官学民の

コラボレーショ ン

チャレンジを

応援する文化

人中心の

デザイン

歩いて楽しい

ウォーカブル
未来をまもる

脱炭素

災害に強い

防災拠点

住民が参加する

ヘルスケア

交流が

うまれる

スポーツ

鎌
倉
市
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
実
現
化
検
討
委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て、ま

ち
づ
く

り
の
テ
ー
マ「ウ

ェ
ル
ネ
ス」の

具
体
的
な
方
向
性
と
し
て、

「ま

ち
の
将
来
像 

三
つ
の
視
点」を

定
め

ました。この三つの視点から、まちの未来を描きます。

　

「ウ

ェ
ル
ネ
ス」と

い
う
言
葉
が「深

沢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り」の

テ
ー
マ
と
さ
れ

て
い
る。

「ウ

ェ
ル
ネ
ス」と

は
一
九
六
一
年、ア

メ
リ
カ
の
公
衆
衛
生
学
者
だ
っ
た

ハルバート

・
L
・
ダン博士

（H
a
lb

ert L
. D

u
n
n
 

一八九六

̶

一九七五）

によっ

て
提
唱
さ
れ
た
概
念
と
さ
れ
て
い
る。い

わ
ゆ
る「健

康」よ

り
も
広
い
意
味
を
も
つ

もので

「社会との繋がり」

「適度な運動」

「豊かな食生活」

「十分な睡眠」

「満

ち足りた気持ち

（マインドフルネス）

」
を含むとされる。

「ウェルネス」

は
「病

気
で
は
な
い
身
体
状
態」を

指
す
も
の
で
は
な
く、人

が
生
き
て
く
う
え
で「心

地
よ

いと感じる均衡点にある状態」といえるだろう。
　現

在、都

市
に
お
い
て
建
築
物
が
つ
く
ら
れ
る
と
き、建

物
を
な
る
べ
く
低
く
地
面

に
近
く
し、そ

の
土
地
の
自
然
に
馴
染
ま
せ、さ

ら
に
住
民
の
視
点
を
も
っ
て
設
計
す

る
こ
と
が
世
界
的
な
潮
流
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く。

「ウ

ェ
ル
ネ
ス」は「人」を

中

心
と
し
た
テ
ー
マ
で
あ
り「住

民
視
点
を

もった建築」に相通ずる。
　鎌

倉
は、日

本
で
初
め
て
本
格
的
な
禅
を

取
り
入
れ
た
地
で
あ
り、

「進

取
の
気
風」

が
あ
る
ま
ち
だ。古

都
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

と
し
つ
つ「ウ

ェ
ル
ネ
ス」と

い
う
新
し
い

価
値
観
を
も
と
に
し
た「ま

ち」を

つ
く
っ

て
い
く
チ
ャ
レ
ン
ジ。伝

統
を
守
る
た
め
に

革
新
に
挑
む。古

都
の
新
し
い
挑
戦
が
は
じ

まっている

。

※

二
〇
二
〇
年
一
月
二
五
日
「
鎌
倉
市
制
8 0
周
年
記
念
ま
ち
づ
く

　
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
け
る
鎌
倉
市
長
と
隈
研
吾
氏
の
講
演

　
内
容
を
も
と
に
書
き
お
ろ
し



「まちづくり」といったときに、

 

なにをつくることを指すのだろうか。

 

やはり、

「建物」なのだろうか。

 

いや、深沢のまちづくりは

 

建物づくりだけを指すのではない。

 

人がいて、学びがある。

 

人がいて、商いがある。

 

人がいて、暮らしがある。

 

学ぶ人、働く人、住む人の

 

「過ごす時間」や

「生活」

、そして「人生」といった

形のないものをつくっていくことを深沢のまちづくりでは目指したい。

 

だから、ウェルネスなのだ。

 

ウェルネスは、

 

そ
の
土
地
、
そ
の
時
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
。 

商店、企業、行政、そして住民とともに

 

探求しながらつくっていくのだろう。

 



鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
だ
す
人
を
応
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
ま
ち

産官学民が共創する場をつくりだし、住民生活の向上につながるテクノロジーの応用を促します。新しい産業創出と住民生活の向上の両立に挑戦します。

 

仕事も 子育ても

両立できるまちに

なると 嬉し いな

鎌倉市行政実務研修員

和田氏

今ある商店と

これからく る企業と

で新し い賑わいを

つく り たいね

深沢中央商店会 会長 

小宮氏

人が成長できる環境

と 交流がう まれると

いいですね

湘南アイパーク

久野氏

事
例
紹
介

　山

形
県
鶴
岡
市、田

園
風
景
の
な
か
に「鶴

岡
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク」が

あ
る。約

21
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
慶
應
義

塾
大
学
先
端
生
命
科
学
研
究
所
を
は
じ
め、合

成
ク
モ
糸
繊

維
を
開
発
す
る
ス
パ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
集
積
し
て
お
り、地

方
創
生
の
成
功
モ
デ
ル
と
し
て

注目を集めている。

ここに

「地域課題をクリエイティ

ブ
に
事
業
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
解
決
す
る」と

い
う
理
念
の

も
と、宿

泊
事
業、子

育
て
事
業、農

業、人

材
紹
介
業
を

展開するまちづくり会社

「ヤマガタデザイン」

がある。

　
こ
こ
に
企
業
や
新
事
業
が
生
ま
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。「
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
つ
く
る
挑
戦
が
あ
っ
て
、
挑
戦
を
応
援
す

る
文
化
が
街
に
根
付
い
て
い
る
。
企
業
、
行
政
、
市
民
ま
で

も
が
挑
戦
を
応
援
し
て
く
れ
る
」
と
長
岡
氏
が
力
強
く
言
う
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
だ
す
た
め
に
、
深
沢
で
も
挑
戦
を

応
援
す
る
文
化
を
産
官
学
、住
民
と
育
む
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

ヤマガタ デザイン 株式会社

事業推進部門

広報マネージャ ー

長岡氏

（ 右）「 子供達が冬場の天気の悪い日にも 体を 思いっ きり 動かし 遊べる場所が欲し い」と いう 子育て世代のニーズをう けてつく った全天

候型の児童遊戯施設「 ソ ラ イ 」　（ 左上）庄内の田園のなかに建てら れた「 ショ ウナイホテル スイデンテラ ス」　（ 左下）2 0 01年竣工、最

先端のバイオテクノ ロジー研究施設「 慶應義塾大学先端生命科学研究所」



あ
ら
ゆ
る
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

省エネ・ゼロカーボンを目指すまちでありつつ、災害時には防災拠点となる。ひとにやさしく頼り甲斐あるまちづくりを目指します。

 

親子供と 同居する

から こそ災害に強い

まちを 考えて

欲し いな

深沢保育園

保護者

ぼく たち住民が

住みやすい観光都市

だと 嬉し い

深沢中学校

生徒

楽に安心して歩いて

健康につながる

よう な環境があると

いいよね

鎌倉市身体障害者福祉協会 会長

木村氏

事
例
紹
介

田町スマエネパーク　　災害に強い、人に優しい街

東京ガス株式会社 執行役員

都市エネルギー事業部長

小西氏

　一

九
七
一
年、大

気
汚
染
問
題
の
深
刻
化
に
と
も
な
い
都

市
ガ
ス
を
使
っ
た「地

域
冷
暖
房
セ
ン
タ
ー」が

新
宿
で
稼

働
し
エ
リ
ア
の
冷
暖
房
を
一
手
に
担
っ
た。

「環

境
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
理
念
は、こ

の
と
き
か
ら
あ
っ
た」

と小西氏は言う。
　そ

の
思
想
を
引
き
継
ぐ
コ
ン
セ
プ
ト
が「ス

マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（ス

マ
エ
ネ）

」で

あ
り、実

際
に
ま

ち
づ
く
り
に
導
入
さ
れ
た
の
が「田

町
ス
マ
エ
ネ
パ
ー
ク」

。

街
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
し、省

エ
ネ・省

C
O
2

で
環
境
負
荷
が
少
な
い。さ

ら
に、と

小
西
氏
が
続

け
る。

「災

害
に
よ
る
広
域
停
電
時、強

靭
な
中
圧
ガ
ス
導
管

に
よ
っ
て、電

力・冷

暖
房
が
供
給
継
続
さ
れ、

ＢＣＤ

（業

務継続地区）

が確保されるとともに、

近隣ビルの方々

や
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る」

。災

害
に
強

い
だ
け
で
な
く「逃

げ
込
め
る
場
所
に
な
る」こ

と
は、深

沢のまちづくりに必要な思想だろう。

 

柏
の
葉　
　

公
民
学
の
連
携
を
可
能
に
す
る
組
織

が
生
み
だ
す
住
み
や
す
い
環
境

U D CK 副センタ ー長

三牧氏

　

「柏

の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス」駅

周
辺
で
は、公

民
学
が
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る。二〇〇五

年「つ

く

ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス」が

開
業
し、ま

ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

当
時
の
こ
と
を
聞
く。

「住

民
は
ま
ば
ら
な
が
ら、公

民
学
の

関
係
者
は『キ

ャ
ン
パ
ス
タ
ウ
ン』を

つ
く
る、と

理
想
を

掲げていた」

と三牧氏は語る。

U
D
C
K
（柏の葉アー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー）は、柏

の
葉
の「ま

ち
づ
く
り

に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク」と

し
て
機
能
し、行

政、企

業、

大
学
が
連
携
す
る
核
と
な
り
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
す
る。二〇一

六
年
十
一
月、エ

リ
ア
に
あ
る
雨
水
流
出

を
抑
制
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た「調

整
池」を

改
修
し
親
水

空
間「ア

ク
ア
テ
ラ
ス」を

つ
く
っ
た。つ

ま
り、治

水
空

間
が
住
民
の
憩
い
の
空
間
と
な
っ
た
の
だ。多

様
な
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
深
沢
の
ま
ち
も、あ

ら
ゆ
る
人

にやさしくなるはずだ。

 



こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
育
む
ま
ち

自然にからだを動かしたくなる環境があり、

 

スポーツを通じた交流を生みだす。

 

からだだけでなく心身の健康を育むまちづくりを目指します。

 

病気になる前・ なった

後も 寄り 添う こ と が

できるまちだと

いいですね

湘南鎌倉総合病院 事務長

芦原氏

事
例
紹
介

大手町・丸の内・有楽町エリア働くだけの街から「歩いて楽しい街」へ　昔

の
景
観
を
残
す
こ
と
を
意
識
し、地

上
31
メ
ー
ト
ル
の

連
続
し
た
表
情
線
に
よ
り
統
一
感
が
あ
る
ビ
ル
群
の
な
か、

石
畳
の
丸
の
内
仲
通
り
は
歩
い
て
心
地
よ
い。二〇〇二

年、

「丸

ビ
ル」の

完
成
が、こ

の
エ
リ
ア
の
再
開
発
に
と
っ
て
転

換点となった。　
「
90
年
代
後
半、黄

昏
の
街
と
も
揶
揄
さ
れ
て
い
ま
し
た」

と
中
嶋
氏
は
苦
笑
す
る。リ

ガ
ー
レ（大

丸
有
エ
リ
ア
マ
ネ

ジメント協会の通称）

は
「賑わい創出」

「環境の改善」

「コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成」を

テ
ー
マ
に
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

団体。

「まちに多様な側面をもたらし交流を生みたい」

と中嶋氏はひとつの事例をあげた。　「特

区
制
度
を
う
け
た
道
路
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
開
催。働

く

人
の
健
康
の
た
め
に
は
じ
め
ま
し
た
が、企

業
を
超
え
た
人

の
交
流
も
う
ま
れ
て
い
ま
す」

。ソ

フ
ト
面
へ
の
取
り
組
み
が

あ
っ
て
街
が
魅
力
的
に
な
る。深

沢
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
取

り入れたい考えだ。

 

歩く こと は健康に

つながるから

老若男女が歩いて

楽し いまちを！

鎌倉市スポーツ推進委員

連絡協議会 会長

河田氏

心と 体は連動して

いるから 体を 動かし

心にハリ をも たらす

まちがいいよね

徳洲会体操ク ラブ 監督

米田氏

（ 右）日本を 代表するビジネス街にある丸の内仲通り 、ランチタ イム後に開催さ れた「 丸の内ラ ジオ体操」　（ 左上）昔の景観を 残すこ と を

意識さ れて統一さ れた地上31メ ート ルのラ イン　（ 左下）このエリ アの夏の風物詩「 丸の内 夏祭り 」

特定非営利活動法人

大丸有エリ アマネジメ ント 協会

中嶋氏



鎌
倉

大
船

深
沢

土
地
区
画
整
理
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

未
来
へ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に

都市計画決定

2021

事業認可

2022

基盤整備工事着手

2024

換地処分主要施設竣工まち開き 順次供用開始 仮換地指定

2023
工事

平地の少ない鎌倉市において、この深沢地区のまちづく り の事業区域である約31ヘクタ ールの土地は、大変貴重なも のです。

市では、 深沢地区を、 鎌倉駅周辺、 大船駅周辺に次ぐ 、「 第三の都市拠点」 と するため、 産官学そして市民が手を取り 合い

ながら 、「 共創」 によって、 笑顔あふれる未来のまちを創り たいと 考えています。



鎌倉市役所　まちづくり計画部　深沢地域整備課


